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トド、マツがんしゅ病に関する研究

亀井事~*

Studies on a Canker Disease of Todo-fIr 

By 

Senji KAMEI 
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1. まえがき

本道のような多雪且寒冷地域に於いての造林推進にあたっては，種々の技術改警によ

って既成造林地の保育や新柿地廓大を計るようにしなければならない。このような目的を

遂げる一方針として，苗畑や造林地l乙生ずる長妥府関の現出を認識嘗成し，これが撲滅iと

力めるとともに，病菌の特質を勘案してその発生泊予授の実現しないような環境を作成する

ようあらゆる知識や技術を用いることが望ましい。

乙と lと報fe;-せんとするトドマツがんしゅ病菌も現従本道における主要造林樹荷である

トドマツ l乙発生し，主として他殺後の幼木菜幹特にその基部を吉し， ζ れをがiタビl乙導くも

ので，特lと昨年本道各地でその被官例を少なからず見た事，別lと紋近本道内で発見され，

従来欧米での大被害が知られているカラマツがんしゅ病菌と類似の件ー質を有することなど

からしても，まさに造林上の要注窓事項でなければならない。元来との“トドマツがんし

ゅ病"という名称は筆名・が， 1959年「トドマツの樹病と木材腐桁」なる小冊f-IjJ'こはじめ

て使用したものでわが邦本州で，ウラジロモミ及びモミ IC生ずる縦の婚腫病 Dasyscypha

- 北大非常勤鶏師



2鑓 北海道大学農学部演習林研究報告第21巻第2号(今回先生記念号)

abieticola P. HENN. et SHIRAI)になぞらえて付したのであった。その病原菌の同定に関し

ても，世界各地の針葉樹寄生の同属既知の数種類の記載文と比較した結果，南部スイス地

方でオウシウモミ，ハイマツ，オウシウカラマツ等 lと生ずる D.calyciformis (WILLD.) 

REHMと仮決定をした。また本菌lと由る被害状況等に関しては，昭和 5年北大林学実科卒

業の小池健児君の卒業報文町 l乙その頃までに筆者等が調査した材料を根拠としてまとめ

て貰った。 昭和 33年5月この菌群に就ての分類学の権威者である北米コーネ Jレ大学教授

R.P. KORF氏と菌類採集旅行の際の約束として，昨年秋季に獲た新鮮且つ豊富な材料を提

供して種名鑑定を依頼したところ，“Trichoscyphellacalycina (SCHUM. ex FR.) NANNFELDT 

とするが適当で，D. calyciformis (WILLD.) REHM も同一属であるが，その種名は疑はし

く，且っこの菌名のもとに知られている種類は本菌とは異なった胞子のものである"との

手紙1めを得た。 文近時J.MANNERS'4) I乙拠ると ，Dasyscypha FUCKELなる属の中には，

今日乙の属識別の要点である子嚢盤内側糸の形態の点で異質の種類をふくむをそれあるた

め，これを峻別するには TrichoscyphellaNANNFELDTを採用すべきととを述べている。

一方本菌と同時に KORF氏の鑑定を得た稚内市沼川のグイマツの校に生じた前記のカラマ

ツがんしゅ病菌 Trichos.willkommii (HARTIG) NANNF芭LDT と比較して報文を書く必要

(尤も速報的にはすでに発表した)めを感じたが，後者菌l乙就ては研究不足の点もあるが，

前者菌はたまたま昨年道内各造林地での被害情報にも接しており，みづから実地調.査した

結果も得たので，弦に従来観察の事実その他を綜合して報告することにした。

尚乙の報文は曽て御在職中特に林木の保護，就中凍霜害，寒風害等の研究lこ尽されて，

貢献の多かった北大名誉教授今回敬一氏の御退職記念論文集の一片となることを喜び，永

く同教授が御健在で，斯界のため御関心あらんととを切に祈る次第である。また文献並に

意見を示された小林義雄博士， R.P. KQRF教授並に研究材料の提供，写真撮影等の御援助

を賜はった，林業試験場札幌支場の樹病研究室長技官小野馨氏と遠藤克昭氏，又は北大農

学部林学教室五十嵐恒夫博士，室蘭営林署長坪松茂氏以下署員諸氏に対し深甚な謝意を表

わす次第である。

2. 病状

トドマツの年齢 10年前後，高さ1O-60cmの幼木樹皮面，殊l乙土際並校条基部等l乙，

健全な樹皮色とは異なる黄褐色乃至茶褐色の病班が生じ，その上に類白色徽状の微細突起

が群状又は散点状l乙生じ，とれが次第に短柄を有する盃状文は皿状の黄色子嚢盤に発達し，

とれに混じて，時には上部が灰白色で微少且つ精不鮮明な精子器も多く生じ標徴として認

められるに至る。かかる被害木は，多くは針葉の赤変，苗勢衰弱，局部的lとは樹皮収縮，

粗粧化，癒傷組織の形成などの変化を生じ，所謂がんしゅ病の症状を呈する。病斑は初め
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lζ茎の表而の葉痕又はl主上lを巾心として，類円形の小限病区域を生じ(第 3図 a.2)，次第[と

長桁円形，不規則輪廓のやや広いq担問(ζ拡大し行く。 IIJ.iとして病filと#Jt全部との聞に癒傷

組織が土促状lζ発達して，陥没した病Jilをとりかζみ，或いはm:病，¥1，が周四の健全部より

i位向11し， l1il病区域近t反を全く終犯させ，さら[と釘伐の抗日分を完全[こ被複する場台も見られ

るが，また病勢が盛んなときには，病JIiの j耳同 lこ生ずる 2~3 市の癒匂組織の上{ζ も 引きつ

づき子安盤の発生を見る乙ともある。かくて芸の片側の一局郊になお健全組織が砂ってい

ハ るときは，その部よ りの小校上ICは生来を付けて，Ifl1i木全体と しては半tM員状を呈し居る

n 

も(第 3図 a.1)病泊が茎を一周 して環状の抜死部を生ずるときは，それより上部はt，'jタtIこ

a b 

第 1図 a 北大演習林苗l間内約 15年の被害トドマツ約実物大

(烈しいがんしゅ部とその上¥L生じた多くの子のうばんを示す)

b 1927年 It六段学部内水産学講堂南側約 13年の被害トドマツ

(成熱並lζ過熱の子のうばんを示す)約笑物大

Text.Fig. 1. a An attacked stem 01 Todo品rabout 15 years old 

(showing several cankers and rnany apothecia) 

b Another similar attacked stem 01 about 13 years old 

(showing many mature ancl over-mature apothecia) 
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導かれる。かかる頻死の樹皮上にはしばしばトドマツ胴枯病菌 (Phomopsisocculta TRAV.) 

の柄子殻を生ずるを見る。文子嚢盤の発現する前後には病斑や葉痕の表面周縁lζは樹脂の

分泌が目立ってくる。また病斑附近の樹皮上には特に膨大した皮目の存在を見る。かかる

擢病茎幹の病斑部横断面(第 3図c)を見ると，年輪は梢偏心成長をなし，木質部に樹脂の

渉出していることをその着色によって察する乙とが出来る。又茎幹の擢病区域には分校数

が健全な区域に比し，比較的に多い傾が見られた。更に被害苗木の多い新植地等で倒潰し

たトドマツ木質部上に，本菌に極めて類似した椀状菌類の一種の子嚢盤が発生し，あたか

も本菌なるかの感を抱かさせるととがあるが，そのような一つの例として昨年室蘭営林区

署管内大滝事業区の一箇所で採集した菌は Helotiumsp.であるととがわかった。

3. 被害事項

本菌による病斑文は子嚢盤発生部は当年生ないし 2年生などの稚苗の茎には生じな

い様である。少なくとも，造林地その他の箇所に植栽後 4-5年を経た植栽木で，年齢 10年

前後の幼齢木に見られる。筆者はしばしば天然林中の湿潤な箇所で，地上に放置されたや

や太い枝条上にも子嚢盤発生を見たことがあるが，乙れは枝として生存中に生じた病斑か

ら発出したものと思はれる。尚お実際現地での調査事実を総括した項目を第 1表で示そう。

第 1表被害事項総括

Table 1. Showing various data regarding damages by the fungus. 

I E m lV v ¥'1 YII ¥111 IX 

標 本
がんし 標徴

植栽横栽被害
被害地

2E採集者名判 官
後 苗 備 考

採集地名
年月日ん

年度年数年齢

札簸幌市南有2西林13 
10 被害苗全校針葉赤変枝基部

+ 119}91 5? 1 ~i 南東平坦 樹皮が剥げ宛かも小動物に曙1 
惣所造地

41蛇田郡真狩村

5 1江別市野幌

1921 M + 

7It居間訴E11Z27| M i+11 
8;; 11i~3 1 M 1 + 1 + 1 
9lii英語首7問。|131501田中一郎氏1+ 1-1 

? 1 u ， 115 じられたように見える部分を
有するものあり。
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13liiEZ富山卜19271-M 

1412賠歯7即 01百三91 M 

151E諮北茂尻|官5161M 

161罷塾協t門臨。1M 

171喜警官士課i**llま641M 1 + 1 
181雲謀議組lr5|会社員 1+ 1 

|富良野郡南富良1'0'" 1 19 1野落合富良野営|〓〓η|営林署吏員1+ 1 
|林署管内 1 ・・ム'1

201湧払郡トマム村|1rL51 FF |+| 
21 1言書籍顧問哲lが野馨氏1+ 1 

|美幌郡津別町本1，似， 1 22 I岐，北見林務署|古口氏|林務署吏員1+1
|管内 1

m・ムVI

231:首謀鶴自判官弘1" 1 + 1 
u|諮警官町森営|れ11 " 1 + 1 
25庫銀喜朗判官1291" 1 + 1 
ml諮酪耀詩|1t12| FF 1+| 
州市保喜喜朗判官141" 1 + 1 
81千歳郡円山苫小|附 l

牧営林署管内 1 ¥lII.291'J¥ 

|上川郡東旭川村119611 30 I有林旭川林務署1x.21 M 

|管内 1 ••• -1 
|有珠郡大滝郡大119611 日31 1滝村室蘭営林署1~i~~121 M 
|管内 1 ••. .~I 

註 ① No.19-30は小野馨氏に材料を提供して載いた。
②被害苗木年齢は植栽苗を 2回床替 5年と仮定して計算した。

③ Mは筆者

239 

IX 

備 考

1 Locality， n Date of collection， 1II Collector， lV Signs (Apothecium， spermogonium)， 

V Year planted， VI Years after planting， VII Ages of damaged seedlings，咽 Damaged
plots (Direction， lnclination)，区 Remarks.
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a b 

C 

第 2図 a 大滝国有林被害地IL於ける約7年生被害 卜ド苗(縮少)

b. aの苗木のがんしゅ部に見られる子のうばん(約実物大)

c. 大滝国有林内造林地被害の京観

Text.Fig. 2. a. Two attacked saplings of Todo一品rof about 7 yrs. olcl from 

the damaged area of Otaki national forest. 

b. Cankered surface of a stem on which numerQUS apothecia 

are seen. (Approximately natural size) 

C. Afforested area of Otaki national forest in Hokkaido wherein 

heavy damage has occurred 
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以上第 1表中 Iより 2市 14郡にわたって分布して標本を採集する乙とが出来た ζ と

がわかり，第 1表IIよりは子のうばんを有ーする被害木標本 28個について見ると， 5月恭(6)，

6月 (2)，7月(6)，8月(7)，9月(2)，10月(4)，11月(1)となり， 5月に生しはじめ 10月ま

では認め得られると断定してよい。本州でモミ，ウラグロモミに生ずるモミのがんしゅ病

菌が5月並に 6月に子のうばんの生ずる記事 (4r，(10)と一致するところがある。

次lζ第 1表 VIIζ示された植栽後子のうばん現出までに要する年数は，植栽年度の判

明した被害苗につき，子のうばん採集年度を考慮すると植栽後2年のものから植栽後 10年

のものまでがあり，就中植栽後 4年のものと，植栽後 7年のものが多かったことになるが，

供試材料数が少ない点で決定的な断定は出来ない。

さらに第 1表 VIIIC示された被害苗の年齢は 26個の中で 7-16年の変異があり，就

中7年(3)，8年(3)，9年(5)，10年(3)，12年(6)，13年(3)，15年(2)，16年(1)となり，乙

れらから被害苗の年齢に対する大たいの概念が得られる。

又被害地としては南，南東の方向が多く，傾斜は緩傾斜又は平坦が多いことが了解出

来る。

次に筆者が咋年(1961)10月 12日に虻回郡大滝村国有林 57林班に至って，観察したと

きのノートを要記すると第 2表の如くであった。

標準地面積

I 

10m2 

第 2表 虻田郡大滝村国有林57林班 A標準地

108m 8 

最高積雪

1m 

尚，同年 11月中lと第2表掲載と同被害区域の他の箇所 (B)で室蘭営林署署員の御尽力

によって調査して戴いた被害条項は第3表の如くであった。

以上から総括して見ると被害苗の直径(第3表 I欄参照)1.1-1.8 cm，高さ 26-60cm

(推定年齢9年制)の苗には，子のうばんは 20本中 15本(75%)のおのおのに生じ，明らかに

被害の多い場所の標本として認められる。また班点の大さ(第3表III参照)は1.0xO.7cm 

乃至 3x1.6cmで，さほど大きなものでない。 そして斑点の短径は 34個中O.8-5.0cmの

範囲を有し， 1.0-1.9 cmのものが最も多く，長径は 35個中 10.5-8.0cmの範囲を有し，

1.0-1.9 cmのものが最も多かった。なお各斑点までの根元からの高さ(第3表IV参照)は

37個の斑点、中で 1-34cmの範囲があり，最も頻度の高い場合は 6-lOcmのもので全数の

後括弧内の数字は頻度を示す。

時植栽年度と 2回床替 5年苗として計算す。

1 Plot area， II No. of diseased seedlings， ]I[ Distance between seedlings， lV Heavily diseased 

seedlings， v Slightly diseased seedlings， VI Seedlings having apothecia， vn Highest snowheight. 
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宗主苗木

根元(cm直)径I高{cmさ) 

1 1.3 39 

2 1.8 56 

3 1.6 60 

4 1.8 52 

5 1.4 40 

6 1.8 28 

7 1.7 45 

8 1.3 26 

9 1.6 53 

10 1.5 35 

11 1.6 46 

12 1.8 57 

13 1.6 43 

14 1.1 57 

15 1.2 55 

16 1.3 45 

17 12 39 

18 1.1 52 

19 1.4 45 

加 1.8 50 

範囲 11.1-1.8126-60I 

第 3表 有珠郡大滝国有林57林班 B-)t. トド7 ツ

Table 3. Showing the damage data by Todo canker fungus in 

E JII IV 

子白うばん 斑点の大きさと筒数 根元から各斑点

有 無 申国 × 長 (cm) 
下部までの高さ

(cm) 

無 1.0x 1.0， 1.0x 1.0， 1.0x 1.2 3 7， 15， 25 

" 3.0x 1.6， 2xO.7， 1x 1， 1.5x 1.5， 2x2 5 1， 6， 11， 14， 22 

" 1.5x 1.0， 2.5x 1.3 2 5， 30 

" 0.9 x 1.0， 2.5 x 1.3 2 7， 12 

有 1x1， 3x1.2， 1XO.5， 5x1.2 4 8， 11， 19， 29 

" 2X1， 1.5x8 2 11， 14 

" 2.5x1.4 1 19 

無

有

" 0.8~ 1.5 1 26 

" 3.0x1.4 1 19 

" 1.5x 1.0 1 15 

" 
{2×13，13×1，5×15，M8， 
1xO.8， 1xO.7 6 4，7，10，19，25，34 

" 周囲全体x8 1 8 

" 3X2 1 6 

" 
" 3x1.7 1 6 

" 2XO.5 1 16 

" 1.4x3 1 26 

" 1.5 x 2， 0.8 x 1.5 2 10， 16 

|川日
持 B標準地全体としては緩傾斜乃至平坦地で斜面の傾斜は南西iζ向う。苗木は瀬棚郡今金より取

気温零下 300CIC達するという。植栽後毎年6-8月の聞に 2回宛下刈りを行って来た。

約 1/4を示した。また病斑が全く環状に茎の周囲をとりまいた場合が，調査斑点 35個中唯

1個であった。文 1本の被害木で斑点が生ずる頻度は供試木 20本中 1-6個で，最も頻度

の多かったのは 1個を生ずる場合で， 9本lと及び殆んど半数をしめ， 4個， 5個， 6個のも

の各1本づつあった。

次lζ斑点が全部苗木の北面に存した ζ とは，本病が低温で初発が促される事と照合し

てもっともな乙ととして注目に価する。また蟻の土爽，胴枯病病徴が併存している場合も

単に 1-2本に過ぎなかった。また植栽箇所は平坦地乃至緩傾斜地の苗木が総数の 3/4ま

で激害に属していた ζ とも注目に価する。また子のうばんの発現は必ずしも，外観的枯損

程度とは一致しない。乃ち一見微害と見える苗木lとも子のうぽんが発見せられた。

最後に一被害木のがんしゅ部分を茎の横断面を作って見ると第3図cの如くである。
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がんしゅ病被害標準地総括表 (昭和 32年 10月植栽)

another plot of afforested area in the Otaki national forest in Hokkaido 

V¥I WI 

各の斑方位点 胴の枯有無病 虫義土爽 備 考の有無

北 被害苗は沢の中K生ず，風当り弱い，全校K活力あり，微害

北 " " 下部の枝にのみで活力あり，微害

北 " " 微害

オヒ 有， 根高を取巻
く。さ3cm " " 微害

北 風当り強し，平坦地，激害

北西 " " 激害

オヒ 苗の下部及び枝IC活力あり，中害

沢の中にあり，微害

オヒ勢持 風当り強し，平坦地，枯死，激害

北 " " 枯死，激害

~t " " 枯死，激害

北 " " 激害

~t 有 下部枝IC活力少し見らる，傾斜地，中害

北東
有，鮫肌状

上部及び校l己旺盛，傾斜地，中害
ならず

北西 枝IC活力あり，中害

北 斑点はないが幹及び上部枝が枯れつつあり，平坦地，中害

北 下部の枝K活力あり，平坦地，中害

北 風当り強し，枯死，平坦地，激害

北西 風当り強し，枯死，平坦地，激害

北東 風当り強し，枯死，平坦地，激害

り寄せ苗間1.8mK植えた。当該カ所は冬季降雪は凍結して氷盤と化し 5月中旬までは融解せず，

柿 乙の部IC子嚢盤が附着していた。

この糸んしゅの状態は恐らく 2本の枯死した小枝 (d，b)の基部の枯死組織から菌糸が侵入

して生じたものであろう。先づ内側の年輪を見ると 5-6個の年輪が己に生成されている。

戎箇所では疑年輪らしいものが出来はじめている。第3年輸には，樹脂の浸潤があって明

らかに着色していた(第 3図 c)。第5年輸のがんしゅ部側にあっては，おそらく菌糸の攻

撃によって年輪界の処に傷痕柔組織(第3図c.abn.w.)が細線状に形成され，己に 2個の小

区域に隔離されんとしていた。若し一層菌糸の進激が烈しくなれば，これらの小区域は，

全く破壊されて，あとに階段状の年輪残部が形成さるるに相違ない。

また形成層から外側はじんぴ層と緑皮層とに分れてレーぺで鏡見するとその色，組

1 Seedling size， n Presence of apothecium， 1II Lesion size， lV Lesion height， V Lesion direction， 

VI Presence of blight fungus， VII Presence of ant's shelter，珊 Remarks.
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a 

2 

b じ

第 3図 a て滝被害苗茎 1 がんしゅが殆んど茎を一周 2 右端lζ斑点見ゆ(2)。
b がんしゅ部に生ずる子のうばん中の子のうと ~t'J校 (約 45) 倍)
C 同がん しゅ部茎断而 (拡大)d.b守枯校，Res.樹脂の結晶 d.c 催病し

た外皮周，abn.w. Iおもi柔組織，R.C.樹脂胞，。ι 外皮周， I.C.内皮肘

(耳目大 2.4倍)

Text-Fig. 3. a 1 A part of an attackeclδtem of Todo-五rsap!ing showing a serious 

canker which is almost encircling the stem 

2 Similar attacked stem showing a smaller lesion shown at the uppel 

rihgt end portiont of the品gure

b Asci and paraphysis 

c Transverse section of a cankered poてionof an attacked stem 

db. dead bark， Res. resinous crystal， d.c. dead cork， abn.¥.v. abnormal 

wood R.C. resin cyst Q.C. Quter cork， i.c. inner cork 
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織等で区別が出来るが，特にがんしゅの側に於いては年輪同様に寸断され，隔離された区

域として認められた。特に枯死した枝の付け根附近では，侵され方が甚だしく，樹脂が甚し

く分泌され，曜病組織(第3図c:d. c)は乙れがためにほぼ黒色となって，明別される。処々

に散在する樹脂胞(第3図c:R.c.)から，水滴状に噴出しているのがよくわかった。かくの

如く分泌され流れ出した樹脂は結晶となって白色粒状，片状(第3図c:R白.)となって，附

近iζ附趣Lていた。乙の様な擢病の状態を HILEY(5)のカラマツがんしゅ病の場合に比す

るとよく類似していると思う。

唯カラマラがんしゅ病の場合には，茎が太く，がんしゅ部も地上比較的高い所にある

第 4表 6{留標本IC於ける子のうばんの形態比較表

Table 4. Showing locations， dates of collections， sizes of asci， 

ascospores and paraphyses of 6 specimens. 

J;? I E JI[ 百 v 

採集カ所 年月日 子 の う (μ) 子 のう胞子 (μ) {員g 糸 (μ)

1 

2 

3 

4 

5 

6 

真狩郡 珊.?:1 42.9-53.3 X 4.0-4.5 (11) 4.5-6.5X2.6-2.7 (11) 50.7一部.3X2.0-2.6(6) 
鍍夷富士 1922 

山越郡 V.I0 48.1-45.6 X 3.与一5.2(10) 5.2ー 7.1x2.5-2.9(19) 54.らイヨ5.0X2.6 (2) 
八雲町 1923 

札北大幌苗市闘
V.29 52.0-59.5 X 4.1-5.2 (15) 5.2ー 7.1X 2.6-3.0 (18) 66.3-72.8xL6-2.7 (14) 
1923 

川上郡 彊 .19 46.8-65.0 X 4.0-5.2 (15) 3.9-6.8X2.5-2.8 (25) 53.3-67.6xL3-2.9 (12) 
旭 丘 1925 

札中 幌市 VI.12 45.5-61.1x4.2-5.1 (17) 4.6-6.5 X 2.3-3.0 (15) 55.9-66.3 X 2.6ー3.9(12)
島公園 1923 

私北大幌構市内
V.20 42.9-65.0x 3.9-5.2 (67) 3.9-7.1X2.3-3.0 (86) 5O.7-72.8xL&ー3.9(46)19?:1 

括孤内の数字は測定数 1 locality， II dates， JI[ asci， lV ascospores， V paraphyses. 

第 5表 邦産針葉樹がんしゅ病菌4種の形態比較表

Table 5. Showing morphological comparison of 4 species of 

canker fungi parasitic on Japanese coniferous trees. 

項¥¥ 名!!1~~~~.a仇-dmfa| D.ωらゆrmis Tri伽 .ωlycina
目|\ご~-'H聞N・ぽ SH叫 (W.) REHM 

T.却 i品 ommii
NANNF. 

11子のうばん|散山献束|多くは乗合，稀に散|散生叉は族生
発生状|、生 |生，屡々束生，突出 1散生叉は乗合，突出

はじめまま形，閉塞，
湿気で円くなり，開
けば中高の皿として
認めらる

献次吋聞を以て関口次 I" 

H| 一一いで皿状 " 

| “ |初めは内曲j次|
JI[!縁 辺|に反転bしばし|周縁薄し

l |ば望響曲反転 | 

百|大(よ)さ 3-6 0.5-2~5 (幅)

v|外 観|白色，綿毛状 |白色，綿毛状

1 " 11 I不規則ゆ録を有
す

ltiゴ?込1「矧幅)11-4(一例

l H |外皮は白色，密毛を
"生ず
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¥¥¥ HENN.  et SH則 (W川 HMbNNF|NmF
|円ω伽 x…a伽bμ加teωe

1:真真直叉は聖轡警曲'単純.I I ;持持続性， 円筒状，小
v祖11'毛毛 茸 1:有有隔，透明 1 :太太Lい〉、，有隔粗稔，無|有隔，有沈，透明 1:位位を有す，尖は稿太
| 色い， 3-4μ

wl日大さ 15日 x3 /70-90X3 11ω×日2 I太 さ 日

I =~~..>f， I 資格色 1 Apric. or叩群

四|百官54|淡黄紅色 |黄種別紅色 l措ふωmium 鎚ic.bu貨当ght

IXI同 柄|円筒状， l多《は長さ 1mm |長さ 1mm l 
l I ~1-2mm 太さ 0.3m に細まる l 太さ O. 一 .3mm

xl 子のう形状|良惣持宇 I~献梶棒状，上部 i 目鹿野鷲242| 宇都尖の方で太
1 1，基部細まる I I J 、...叫 !下部次第に細えなる|、.0..-.... 

n 1 *~ ~ (J.I) 1 55-65x6-8 (7)150-60X4，5-5 町民x9-6同 |吋x6-8(7)1ト…-5 140-65似日2 I多くは 6 大きさ (μ) I VV-VVAV  V ¥'/1 VV  VVA"':I:."'-V I "':t.v 105~iωx9.5-11 

4 同 !…梢太し|薬品益事す |糸状，子嚢よアしl韓請J房長
側 糸 l多くの穎栓あり|上部12 50-60×1-2 くならず， 1-3μ

i 子 l和 形 叉1配械で稀に着色，楕|楕円形 1細胞，尖 l長露円形，紡錐形，
溜子のう胞 似紡錐形，両端|円形叉は紡錐形，平 i端円味を帯ぷるか叉 ー叉は両端円るい

形 状円味を帯ぷ |滑 1細胞無色 |は尖る，無色 か尖る . 

vJ 同 lト11X 3-3.5 I…ト3 I 5-7…|は…X4.5-7.5大きさ (μ)I O-~.l.^.:>-t.J.oJ I ...，-， ^~.tJ-v 一・ 多くは15-23x

| 同 I .o~â ，.，... ， 'J:rl !" " 時11:尖端で|IVI並びかた|斜めに 1列 1"" 1 :2列11:並ぶ乙とあり|

peAAt hb.yZiJefE1ts 門1aCnCMba . mAScXIhE. yB-• APPz .. nLpudescpntiuz nnazLtia J. a DC. A. mayriana M. et 
X¥l 寄生樹木名 P.nz REGEL K. Larix仰向仰ωL.

南スイス，南チロー

地
日本日光中禅寺 Jレ，バイエノレン前方

日本北海道 英，独，米
湖 アルプス:グラウピ

ユンテ・ン

珊 izz判ム6月;-l
XIXI記載者名 IS.~CCARDO 

5月-11月

REHM M
 

H
 

同

1 apothecthecia appearance， II Iorm， 1II margin， lV size， V outer surface， VI hairs， VII size，彊 inner
color，区 stalk，X ascus form， n ascus size， xn paraphyses，溜Iぉcosporeform，刃V.ascospore size， 

XV ascospore arrangement， XVI hosts， XW locality， XWI time of appearance; X1Xnames of describer. 

ょうである。そしてかかるがんしゅ部が更にその症状が進むと，局部が周囲の健全な木質

部，皮層部の廓大により，結果的には小形の孔状部として外観されるに至る。カラマツが

んしゅ病に於いては HUBERT(6， Fig. 37)が明らかに図示しているが，当該ドドマツがん

しゅ病擢病苗でも第 2図aIζ於いて認められる。
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4. 病原菌の分類

己iと筆者町立トドマツがんしゅ病菌の学名を Dasyscyphacalyczformis (WILLO.) REHM 

、と発表した。これは NEGER'6)，原摂祐ぺ北島1ぺ REHM17) ， SCHELLENBERG20
)等の記事lと

拠って，と包あえず同定した結果であった。己述の如く最近乙の蘭鮮の分類に関する権威

者である北米のR.P. KORF氏lこトドマツ lと生じた本菌様本を送って分類上の意見を徴し

たととろ，Trichoscyphella calycina (ScHUM. ex FR.) NANN陀 LDTとすべきとのことであ

った。 その後 WETTSTEIN20)，HILEY'¥NANN四 LDT15
)HAH!'¥ & A YERS3)，及び恥仏X阻 RS")

等の分類記事について比較考察した結束は次の如くである。

a) 属の名として DasyscyphaFUCKELをやめ，Trichoscyphella NANNFELDTをとっ

たこと。

Dasyscypha FUCKELは独人 FUCKELL. ILよって 1869年K創設されたが，乙れは以前

スエーデンの菌学者 EUASFRIESが 1822年lこSystemamycologicum 1I p. 91 ，ζ於いて，

従来の Peziza属を医分したSeriesii (Lachnea)巾の Tribeviなる‘Dasyscyphae'を新属

に昇格させたのであった。その特徴を NANNFELDT
15
)の pp.298-299より転記すれば

“Cupulae gregariae， parvae， distincte stipitatae， ceraceae， siccitate globosae， clausae， 

extus villosae， disco concavo， discolori. Asci plerumque anguste oblongi， 8-spori. Sporidia 

varia， continua， hyalina." 

であった，その中に 7滝 1)D. bicolor， 2)D. calycina， 3) D. ceη~na (PERS.)， 4) D. virginea 

{BATSCH)， 5) D. clandestina (BuLL.)， 6) D. juncicola FUCK.及び D.ceρhaloideaFUCK.を

含めた。このうち第 2丈は，その子褒盤の制糸が一線な太さの糸状であったが，他の 6種

は皆その尖が剣状lと太くなり尖っていた。 FUCKELはこのととに無関心で，どの種が基本

種であるかを明らかにしなかった。一方，フィンランドの KARSTENP. A.は 1871年に

μchnum KARST聞を新設して，その大様の性質は Dasyscyphaと同じであるが，子饗般

の側糸が剣状のもののみを合ましめ，総計 27種を数えた。乙れに対し糸状の{目IJ糸を有する

もの (D.calyci仰 を合却を HelotiumFR. !こ属せしめた。 WE甘 STEIN
22

)は之に従った。

一方フランスの政){)DlER(1槌5，1907)は有柄，有もで剣状側糸を有する腕状菌 (Lachnum

の有柄な種類Iζ相当す)を DasyscyphaFUCKEL IC属せしめ，無柄のものを (Lachnum属

の無柄な種類に相当す)Tげchopeziza政){)DIERなる新属に入れた [MANNERSJ.川による

と政){)DIERは Lachnumの存在を知らなかったという]。一方ドイツ人 REHM17
)はイ可制，

無柄を問わず有毛な釘形菌科 (Helotiaceae)の精類で江胞，長形胞子と剣状でない側糸を

有する種類を DasyscyphaFUCKEL Iζ属せしめた。文 SAαAR∞は厳わJは FUCKELの解釈

の如く有毛，有柄の椀状菌ならば，側糸の形の如何を間わず Dasyscypha，ζ属せしめたが
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1906年 (p.77)には KARSTEN並に REHMに従って，剣状側糸のものを凡て Lachnum属に

入れた。更に KARSTEN(1885)は遂に REHMの規定し，採用した Dasyscypha属の種類全

部を工，achnellaFR. Iと属せしめた。

以上属の変選経過から見て， NANN四 LDT15
)は厳格な先取特権制から見ると (DasySc.少 J

phaの方が 2年前に創定された)Dasyscypha FUCKELを取り ，Laehnum KARSTENを捨で

るべきであるが，Lachnumの方がその属の規定性が明瞭(“eindeutig")である点を取り上

げ，Dasyscyphaを全部捨てる ζ とにした"と云い，更に“REHMと SAIαAR∞の聞に問

ーの Dasyscypha属の定義が余りにも異なり，若し Dasyscyphaをそのままにしておくと

混乱が起るのみであるから，別に新属を設けて，その矛盾をさけるべきである，政XJulER

(Bull. Soc. Mycol. Fr. 191-120， 1885)は己に Dasyscyphacalycina及びその近縁種類を

Trichoscyμa BouDIER に入れたが，同名は己に TrichoscyphaH∞K.として存在すo故

に，新たに TrichoscyphellaNANNFELDTを以て之に換えたい"という意味を現わしてい

る。ここに於いて，との属の特徴を示したと思われる NA悶 FELDT問の新属名の下に書い

である最初の文章の意味を引用すると“生活史的に又自然状態に於いて，あたかも h・幼少a

属を思わせる如き，而も長形の胞子を有し Inoperculati に属して居る種類群で pezbta

calycinaを最もしられたる種として見なされる属"であって，乙の中には“Tr.calycina 

(FR.)の外に Tr.willkommii (HART)， Tr. subtilissima (CKE)， Tr. abietis (KARST.)， Tr. 

gallica (KARST. & HAR.)， Tr. resinaria (PHILL.)及び Tr.distinguenda (:KAaST)で，共Iと¥

裸子植物土lと生じ，恐らく最後の種の他のものは互に近縁であり，その種類数はたしかに

減ずるであろう。おそらく D.abieticola P. HENN. & SHIR. (縦のがんしゅ病)も同ーの親

縁関係に罵するのに違いない"との意味を現ねしている。乃ちわがトドマツがんしゅ病菌

は TりIcoscyphella属に属すべきである ζ ととなる。

b，) 種の名として calycinaとすべき ζ と。

上述の如くトドマツがんしゅ病 [Tr.calycina (ScHUMACH. ex FR.) NANNFELDT]Iま

Trychoscyphella属の基本種に相当し，カラマツがんしゅ病.Tr. willkommii (HART.) 

NANNFELDTと甚だ近縁であるが，歴史的に考察するとき，両種名の取扱が人人lとよりAて

相交錯している乙とを認めざるを得ない。すなわち，突入 HILEY町の書中 (p.75-79)“Das-

yscypha calycina， (ScHUM.) FUCK.のシノニム問題"の所に於いて述べたことを見ると， ζ

の菌は 1859年 BERKELEYが Pezizacalycinaと呼び， WILLKOMMは 1867年に白川'ciwn

amorphumと呼び， HARTIGは 1880年に P.calycina IC比すると胞子の大さで異なる'から

Peziza willkommii HARTlGとすべきだと主張した。然るに之に対し，英国の多くの菌類

学者は新学名の使用を拒み，依然 P.calycinaを用うべしとした。との論争の根拠は，肉

眼文はポケットレンズを以て，互いに区別し難い 3-4種の同属の菌種が存在し，とれが

!'~. 
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早期の研究者によって，しばしば一種と認められていたからである。そこで HILEY')は乙

、れを説明すべく 1) D，ω:yscypha calycina， FUCK.の外lと 2)D. subti1issima， SACC， 3) D. 

ab師 iS，SAI∞;4) D. resinaria REHM等の近似種類の名を挙げ，それぞれ胞子の大さ及び寄

玄名を挙げているが，寄主としては 3)の場合を除いて 3種共カラマツ属lとも寄生するとと

を示している。

b，)“calycina"はトドマツがんしゅ病煎lと用い，カラマツがんしゅ病菌にはさくべき

ζ と。

元来乙の菌群の種類の名iζ “calycina"を初めて用いたのはScHUMACHERC. F.で，

l厳)3年・4ζEnumeratioPlantarum in partibus Saellandiae Septentrionalis et orientalis ii ，と

Pe%i%a caら/cinasc町 MACH回と掲げた。同氏はその菌標本を PinnsAbiesの極果に見出

したものであるが，胞子の大さを示してないので，今日どの種類であるかが不明である。

次で E.M.FRIESは 1822年に SystemaMycologicum II p. 91及び ElenchusFungorum 

(滞28)に Pezizacalycinaを 3つの品種iζ区分した。乃ち

α. Pini sylvωtris盆 P.calyciformis of WILLD. BATSCH and HEDWIG 

s. Abietis 

γ Laricis-‘albido-testacea'‘In ramis Pini Laricis， CHAILLET， P. balsameae， WEIN・

NANN (v. s.)'としてある。

前述の如く， HART!G の Pezizawillkommiiは上述の T.Laricis ，ζ相当すべく， αに

掲げた Pinisylvestris Iζ関連するものを Pezizacalycinaとすべきことは HILEY町(p.77)

、述べている。然し，上述した如く英同lこ於いてカラマツがんしゅ病菌lと近縁なる種類が

皆少なくともカラマツ属に生じている ζ とが認められているから ，T. Lari・asといい，又

は ft.pi・'ni-sylvestrisというも今日の玖れの摘を指しているか不明であるし，‘T.Laricis'の

附言として記された‘alhido・testacea'なる特徴は必しもカラマツがんしゅ病菌l乙限りたと

とではないとも述べている。

上述の如く F凹 KELL.は SymboraeMycologicae IC於いて，カラマツがんしゅ病菌群

の一種について，はじめて子嚢胞子の大さを 20x81lと記し，学名は Dasyscyphacalycina 

{鈎長JM.)F凹 阻Lとした。また寄芋jζ関しでも，‘andOrren berindeten Aesten von Larix 

europaea nicht selten im Helhst'と附i乏しであるので，恐らくカラマツがんしゅ病菌その

ものである乙とは間違ないと HILEY町は強く主張し，その名を採用し， 9つのシノニーム

と共に記載文を掲げた。

ζ 乙lζ於いて大陸側の主張する Dasyscyphawillkommiiと英国側の D.calycinaと

が同-I!iの名称、である乙ととなり，執れが合宜なりゃに対し，論議がお乙るのも尤もであ

る。乙れを決定する一つの有力な根拠は，子糞胞子の大きさであって，閉じく針葉樹に寄
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生する有毛，有柄の盤状蘭類の中で，カラマツがんしゅ病菌群は所謂，大形胞子群であり

トドマツがんしゅ病菌群の小形胞子訴とは峻別すべき乙とを近時 M位。-lERS叫が主張して

いる。同氏も引用している如く WETTSTEIN22) はScHUMACHERの松属上の菌は明らかに

小形菌であると述べている。乃ちその 287頁には 'diesporen der Peziza calycina&.豆町M.

kleiner als 16μsind'と記するとともに 319頁には Pezizacalycina ScHUM.をシノニー ぷ

のーっとした Helotiumcalyciforme(WILLD.) WETTSTEINの記載文中Iζ“Sporaeoblongatae 

vel fusoides oblongatae…・・・ longitudine5-11 11， crassitudine 1.5-3μ"とあるを見ても明ら

かである。

次にトドマツがんゆ病菌lζ対し，'calyciformis"をとらずに‘calycina'とすべき理由は

.畢寛，前者が FRIES以前lとWILLDE悶 W によって命名せられたものであり，胞子の大きも

標本も今日明らかでない乙とにあるが立Jlし。相.し WEπSTEIl'<.22)(s. 287) Iとよれば Pe%i%ll

calycina ScHUM.と P.calyciformis WILLD.とは同一であること ，P. calyciformis (WIL・

LDEN.)は特に Pinussylvestris及び P.AbiesIζ度々出る Pezizaで，誌だ小さい胞子を有

し， ζ れを HARTlGが P.calycina ScHUM.と解釈し，自分も多くの標本によって調査す

る機会を得たものであるととを記している。

そして WETTSTElr-...2町 (s.319)並びに REHM17
)(No. 5434)はそれぞれ HelotiumFR.並

びに DasyscyphaFUCKELの一種として，記載文を掲げていると共に，今日 Dasyscypゐa

calyciformis REHMの名のもとに， トド 7 ツがんしゅ病と同ーか文は近似種について，記

事を行なっている学者(ScHELLENBERG加入 ]ORSTAD& ROLL-HANsEN (Mekling om sykdom-

mer pa skogtraer 1 arene 1936-1941， 1943 p. 19)もある。他方 HAHN&広YERSめ(p.76)は

“FRIESのPezizacalycinaのα.Pini sylvestrisが短かい情円形の胞子を持った Dasyscyplr:a

calyciformis (WILLD.) REHMであったか否やは明らかでない。 乙の死物寄生菌が欧州で

pine， spruce文は fir1ζ普通に生ずる理由から FRIESがζ の薗を取絞ったととも，甚だ有

り得べきではあるが，乙れに対しては確かでない。胞子測定を FRIESもScHUMACHERも

与えて居らず，それが基本榛木も今では紛失されたという"との意味を記している。

KORF!3)も前述の如く“Dasyscyphacalyciformis (WILLD.) REHM" is also a T，ぜ'choscy・
phella， but the name is doubtful and the species known under this name has different spores 

from yours"と述べて来た。

筆者もこの点が不確定のためシノニームの整理.が不備の状にあるが，今としてはトド

マツがんしゅ病関に対し NANN陀 LDt5
)， MANNERS")， KORF (1. c.)等に従って前回発表的の

学名をド記の如く訂正し，向らの観察による記載文を記する ζ とにした。

Trich側副~yphdla calycina (ScHUM. ex FR.) NANN四 LDTin Nova Act.おc.Sci_ 

Upsal. Ser. IV， 8 p. 299， 1932. 
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Peziza calycina ScHUM. in.FRIES Syst. Myc. 11 p. 91， var.α. 

Dasyscypha calyciformis (WILLD.) REHM in KAMEI， DISEAS回&DECAY of Todo・fir，

Forestry Science Seties of North. Japan Vol. 12， pp. 83-86， 1959. 

子獲盤は鍍生又lま散生，稀lと副生，寄主樹皮内より噴fもはじめ白色且徴毛の円胤状

小体より漸次発達して漸次蜜状，盃状，遂には水盤状をなすに至る。直径 0.2~.5mm，時

IC2.5 mm，稀iと3.0mm1と至る。高さ 0.2-1mm。下部は次第 iζ 細まりて柄となり，時

iζ太さ 0.3mmlζ遺す。子嚢盤縁辺は薄く，内方lζ湾出，乾けば閉じて貝殻状となるも，

湿時は容易に開展して円形，稀iζ中高となって子実層を露呈す。子実属はで平滑，蝋状1ft.燈

色(LightCadmium orange (18))を呈す。子褒盤裏面は白色，微細毛を密生す。モは円筒

形，長さ約 1∞μ，太さ 3.0-3.211， ttJ若なるは隔壁なく透明なるも，古きは隔壁を見る。そ

の函lと微小東lJを以て覆はる。子褒は無色，様棒状，上端は円味を帯び，時には梢尖り，下

部程細まる。艇は薄く，中iζ8個の胞子を歳す。子褒尖端の孔は不明瞭，長さ 40ー60/.1，幅

トq11，子糞胞子は無色，術円形， 1細胞，平滑，尖端円味を帯びるかやや尖る。斜めに 1

列iζ並び，時には子嚢尖端部で 2列となる乙とあり，胞子両端附近に 1個宛の油滴をの'す。

大きは長径5ー7.5μ，短径 2-3μ，側糸は糸状，子量産より長く， 5か-60μ，尖端は円味を帯び

又は梢尖ること，やや太る乙とあり.透明且つ黄金色の微細粒状物を有・す。 s!jlと基部で分

絞し時iζ隔墜を有す。精子(微細分生胞子)は子嚢盤の近傍で白色文は肉色を呈する子庫内

の迷宮状内腔で形成され，唇状開孔郎より，粘液l乙包まれて外出す。類球形，ー細胞，透

明，多数，直径1.5ー2.1μ。

分布，日本北海道(石狩，胆振，ヨE知，十勝，渡島，北見、天極)

寄主，トドマツ (Abiessachalinensis FR. ScHMIDT及び A.may'叩 naMIY ABE et Ku∞) 

附記 本菌子饗盤は筆者従来の採集経験よりすれば，唯トドマツ J-.Iと採集したのみで

拙樹種には見当らなかった。筆者が従来同定して居た Dasyscyphacalyciformis REHM 1と

あっては Abiespectinataの外iとPinnspumila並lζ PinnsLarix (Larix Euro戸'a)lとも採

集しているととを REHM")の記事から知る乙とが出来るが，欧州産のものと我同躍のもの

との相違ありや否やは尚お研究の余地があり，ととには我同産のもののみについて取扱う

ζ ととした。

RE則的によると ，Dasyscypha calyciformisの標本 Rabn.Herb. Myc. 422を C∞K悶〈包E 

lは孟 Pez幻lzas抑u必山bω肋tilis

T回N朗勾の言つてるよう iにと scα佃H町【m.瓜恥M仏ACα佃HERの薗は秘属lにと生ずる屡々 Pezi幻izasu買似ubti，前lμli.おω仰f匂issi:“訓ssi:幻simaC∞K阻E 

ξ呼ばれる小形胞子積類である乙とは接だ明らかであると書いてある。文最近筆者のもと

に届いた KORF教授のT紙によると“Perhapsthe next available epithet for your fungus 

would then be subtilissima C∞KE， as Lachnellula subtilissima (C∞KE) comb. nov.てと書
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いである点を見ると，今後本菌の学名は尚お変更される可能性がある。

5. 本病病原菌並に類似薗の寄生性に対する考療

本病菌は所謂がんしゅ病の一種であって，これが病害としての発展の状況は類似菌乃

ちカラマツ癌腫病菌 (Trichoscyphellawillkommii)，モミ癌腫病菌 (Trichos.abietico1a)等

の場合とともに，その病菌の侵入経路，環境諸因子の影響，寄主の反応作用等は全く同一

にあらずとも相類似するところがあるに違いない。分類上の同一群に属する菌として有名

なるは，欧米 lとよく研究され，近時わが国にも存在するとと・が知られたカラ?ツがん

しゅ病lと関する HILEY引の記事中に，“本菌は一般通有的lζ知られている意味の寄生菌では

ない，菌糸は寄主の生活細胞を直接l乙襲はないで，先づ最初にその分泌物によっセ殺す占

菌糸は寄主細胞中並iζ細胞間隙iともはび乙り，子実体はがんしゅ部分の枯死樹皮上に生ず

る。乙の子実体の大いさは種類を区別する基準lとならなしげと述べているが，近時lまとの

種類l乙近縁の種類が，米国では HAHN&A四郎3)IC.よれば，なお3種類もあり， MANNER:がめ

によれば笑固にも他の一種， Trichoscyphellera hahniat;aの存在を発表している。この薗

は，子のうばんの大さが比較的小形で，側糸の形態iとても異なるほかに，寄生性も前歯は

活物寄生であるが，後者は死物寄生性であるとして，合法的感染試験の結果から証明して

いる。乙の試験は霜のない地方で，霜の影響が問題にならない環境の下で行なわれている

が， -)jその報交中に自然界iζ於いて機械的に作られた傷lζは千年通iとは感染が起らないと

述べ，他の研究者 [DAYW. R.2
)， LATOUR J. M. (1950)]の示した如く，霜害とがんしゅ病の

相関があり，自然においてはとれが感染の通常の門戸になるととは，甚だあり得べきこと

とし，現復乙の可能性iζに就て研究ltであると述べている。 トドマツ癌腫病lζ於いても，

まさに Trichoscyphellera属lζ属し，上述の諸菌と近縁であり，被害幹のがんゆ部の病的

構造も後だしく HlLEY町がカラマツがんしゅ病について報じた点と類似する所があるの~

将来菌糸による感染試験を行なえば，低温と関連ない環境の下でも，感染し得るものと息

われる。との場合接種に用いる菌糸は飽くまで純粋培養ーによって得たものでなければなら

ないが，その方法として MA悶 E路川はペトリ皿の蓋の中に静置した子のうばんから放出

される子のう胞子を，寒天培養基の表面lとうけとめ，発芽した繭糸叢を利用したと述べて

いるが，林業試験場北海道文場の小野技官は試験管内墜に貼りつけた子のうばんからの胞

子を寒天斜出培養基の上に放下せしめて菌叢を得る乙とに成功して居られる。

昨年秋季iζ大滝国有林造林地における観察等によって考えるとき，造林地の地域的特

徴(緩斜地であり，冬季積雪多量，夏期雑草繁茂のために過剰被蔭をもたらす)のため，低

静 香邦で長野県でニホンカラ 7 ツIC生じたととについては伊藤-il氏等T)の報告があり，本道事室内沼111
でグイ 7 ツに生じた乙とは，筆者・3によって報告された。
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温，通風不良等の影響が胞子の感染を高めたことと思われる。 HlLEY')は今より 30年も以

樹般公表した同氏の著書中11:，カラマツがんしゅ病菌が樹木の生活部分lζ 1)種々な原因

から生ずる傷を通じ， 2)枯枝を通じ， 3)上部校条が鹿蔭によって枯死した芽を通じて到達

ずる乙とを述べ，就中 2の方法が本幹の激しいがんしゅ病を惹起するときに告をだしばしば

起り得るとと 3の場合は極く細い校条を侵すので，結果としては大問題でないことを述

々でいるが，とれは今日の如き精密な実験による確証ではないけれども，注目に価する考

え方であると思われる。 トドマツがんしゅ病の場合iとも，この第 2の経路によって感染が

怠とって居るのでないかと思われる。それは DAY町等の“樹木の生長時期lと，校の主主部に

:tsいては，細胞分裂が他の部分より比較的彩しく行なわれ，柔細胞に富む状態であり従っ

て凍害によって枯死する乙とが多い"という意味の記事から考えると，その様な枯死組織

がち本薗の侵入する乙とがあり得ると考えられる。文 H比EY町は茎幹の表曲iとある葉痕か

らも甚だしく少ない比率ではあるが，感染する ζ とを認めると述べてあるが， トドマツが

んしゅ病の場合にもその茎の表面の病斑が葉痕の周聞に生ずる事実(第3図 a.2)からあり

得るととと思われる。

織お HILEy
5
)は土縫の状態，林水構成状態と病害の関係についても，比較的詳細に論

じているが，筆者はこれらの点について述べる準備が不足である。

6. 摘要

1) 過去におけるトドマツがんしゅ病の研究経過を記した。特に最近道内諸地域の造

旅勉で本病の発生するとととなって， トドマツ病害として軽視出来ない事項と思はるるに

つけ，乙れに就いて調査した結果を記し，また本病菌の学名の変更を必要とする乙とを感

じ先めでとの報交を書いた。

2) 病状は 10年前後の移梢後数年を経た前木からほぼ 201]三までの幼齢樹の幹校lζ先

@病姪次いでの子のうばんが現われ(第 1，2図)，その附近の樹皮面が，粗続イヒ，収縮，樹脂分

泌を起して(第 1図a)，所調がんしゅ状を呈する。尚一そう微細な症状について説明した。

3) 病~は地上部6-lO cm のところに多く生じ，廓大するとしばしば帯状 lと茎を一周

する乙とがあり(第3図a1)，そうなると幼齢木は殆んど枯死する。環袋が本菌のまんえん

に好都合のときは，子のうばんを出ずる被害木の本数率はある場合に65-75%にも達する

ととがあって，時には改植問題もおこるととすらある。なお約 10年の 1本の被管木がんし

ゅ部を横断(第 3図 b)して見ると， rt央の約3年輪は無庇であるが 4年Hから枯枝基部か

ら，容主の皮膚がおかされ，多量の樹脂が分泌され，木質部もその附近で欠如し，結果と

Lて階段状を呈する(第3関同。その他，倒木並lと造林地Iζ関する被害について述べた。

4) 本菌の子のうの構造，子のうばんの状態について関示した。また本繭の分類に関
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しては，従来針葉樹に寄生する椀状菌類で，その外面lζ毛茸を密生し，./J、形盃状の子のう

ばんを有する種類群は，Dasyscypha FUCKEL I乙属せられていたが，乙の種類群は子委盤

中の倶IJ糸の形態からすると，異質な群を共iζ包含する ζ ととなり，人によって概念が余り

に異なるので，今日この群iと関する新らしい分類意見では採用しない乙とになった。また

本菌の学名として従来筆者が仮りに同定し発表した calyαiformis8
)なる種名はその分類駒

存在が疑はしき点があり，結局 Trichoscyphellacalycina NANNFELDTとすべしとの意見

i乙従って，本報交で改訂した。乙れが経過立ftlL:理由等を述べ記載文を掲げた。

5) 本菌におかされたトドマツ樹幹の病理的解剖やその分類的iζ類似した薗の生鎗@、

記事から判断すると，本菌の寄生性はカラマツがんしゅ病がカラマツに及ぼす寄生状態と

類似した性質を;角ーする如くである。

将来本商の純粋培養菌糸によって接種試験を行ない，これが本質を確定する必要があ

る。
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Summary 

1. Todo・fir(Abies Mayriana MIY ABE et KUI刃 andA. sachalinensis FR. ScHMIDT) 

is now a1so employed as another tree species similar to Japanese larch for the refores-

tation of various plots on the island of Hokkaido. Recently transplanted saplings of 

these Todo・firare seen to be attacked by a species of Discomycetes fungi of which 

the writer has tentative1y identified as Dasyscypha calyciformis (WILLD.) REHM (8) 

2. The disease appears on the stems as generally small， brown-yellowish， necrotic 

lesions on which characteristic apothecia grow sparsely or gregariously. They are 

sometimes 4-5 per sapling but usually less in number. They are observed frequently 

at the level of ca. 6-10 cm above the ground (Fig. 2 a)， but rarely at the 34 cm portion 

of a sapling of 39 cm height. Resin flow generally is found near the lesions and leaf 

bases. The apothecia appear from May to October in every year. The diseased stem 

is seen to be attacked at the base of dead branches， eventually extendinεto larger 

areas of bark， cambium and even the near-by wood tissues of the main stems. Often 

the cankered area develops over the narrowed surface surrounding the stem at length 

to kill the host trees. When the conditions are favorable for the disease， the number 

of attacked saplings bearing apothecia attain to 65-80 percent inside a given area either 

scattered Or in group， exhibiting half to completely dead symptoms. 

3. Cankered portion， if seen in transverse section， shows heavy resin infiltration 

of outer cork， morbid inner cork layer， partially disordered wood tissue and abnormal 

wood along the limit of annual rings (Fig. 3 c). 

4. Such pathological indications in inside as well as outside parts of the diseased 

stem remind one of a very similar case of Trichoscyphella willkommii on European 

larch as shown by HILEY (5). lnoculation experiments with the mycelia of. the present 

fungus to determine the parasitism are highly desirable. 

5. Considering the opinions on the taxonomy of this group of fungi presented 

by NANNFELDT (15)， MANNERS (14) and also a persona1 letter (13) from Prof. KORF in 

Cornell University， U. S. A. the writer is inclined to propose an amendment and to call 

the Todo canker fungus of this locality by the name Trichoscyρhella caらICl・na(ScHじM.)

NANNFELDT. 


